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べ
！ 

ジ
ョ
ニ
ー
」 

 

作
・
石
黒
秀
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こ
こ
は
台
所
の
片
隅
。
昆
虫
目
線
の
世
界
。 

舞
台
と
客
席
と
の
境
界
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
な
ん
と
な
く
猥
雑
な
空
間
。 

そ
の
中
央
に
黒
光
り
す
る
粘
着
性
ゴ
キ
ブ
リ
捕
獲
機(

ゴ
キ
ブ
リ
ポ
イ
ポ
イ)

が
あ
る
。 

し
か
し
、
見
方
に
よ
っ
て
は
客
席
も
含
め
た
こ
の
空
間
そ
の
も
の
が
、
巨
大
な
ゴ
キ

ブ
リ
ポ
イ
ポ
イ
と
も
言
え
そ
う
だ
。 

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
忍
び
込
む
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
音
楽
。 

一
匹
、
ま
た
一
匹
と
四
方
八
方
か
ら
現
れ
る
ゴ
キ
ブ
リ
た
ち
。 

客
席
の
中
を
、
餌
を
求
め
て
徘
徊
し
、 

 

Ｎ
「
こ
の
世
に
嫌
わ
れ
者
は
数
々
あ
れ
ど
、
彼
ら
彼
女
た
ち
ほ
ど
ひ
た
す
ら
意
味
も
無
く
嫌
わ

れ
て
い
る
存
在
は
無
い
の
で
は
な
い
か
・
・
・
」 

  
 

徘
徊
す
る
ゴ
キ
ブ
リ
。 

 
 

し
か
し
、
一
同
が
向
か
う
は
な
ん
と
も
う
ま
そ
う
な
匂
い
を
発
し
て
い
る
ゴ
キ
ブ
リ 

ポ
イ
ポ
イ
の
そ
の
中
央
！ 

 

Ｎ
「
昆
虫
網
ゴ
キ
ブ
リ
目
ゴ
キ
ブ
リ
。
全
世
界
に
約
四
千
種
。
う
ち
日
本
列
島
に
は
約
五
十
種
。

黒
色
扁
平
長
い
ヒ
ゲ
。
出
現
し
た
の
は
今
か
ら
約
三
億
年
前
。
あ
の
有
名
な
シ
ー
ラ
カ
ン
ス

や
カ
ブ
ト
ガ
ニ
、
果
て
は
恐
竜
よ
り
古
い
時
代
を
生
き
抜
い
て
き
た
ま
さ
に
生
き
た
化
石

の
王
者
・
・
・
な
の
に
・
・
・
。
キ
モ
イ
！ 

グ
ロ
イ
！ 

チ
ョ
ー
ム
カ
ツ
ク
！ 

 

特
に
人
間
の
女
性
達
に
よ
る
そ
の
忌
み
嫌
わ
れ
方
は
、
そ
れ
は
も
う
ま
っ
た
く
も
っ
て
理

不
尽
情
け
容
赦
な
く
、
毒
ガ
ス
、
ス
リ
ッ
パ
、
新
聞
紙
！ 

と
に
か
く
あ
ら
ゆ
る
手
段
の
虐

殺
行
為
が
、
い
た
っ
て
平
和
な
家
庭
の
い
た
っ
て
平
穏
な
日
常
の
中
で
日
々
粛
々
と
繰
り

返
さ
れ
て
お
り
・
・
・
そ
う
し
て
今
宵
も
ま
た
・
・
・
」 

  
 

ぷ
っ
つ
り
切
れ
る
音
楽
。 

 
 

徘
徊
し
て
い
た
ゴ
キ
ブ
リ
た
ち
の
足
は
い
つ
の
間
に
か
ゴ
キ
ブ
リ
ポ
イ
ポ
イ
に
く

 

っ
つ
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

 
 

全
て
が
固
ま
っ
た
一
瞬
の
間
。 

 
 

恍
惚
か
ら
目
が
覚
め
た
よ
う
に
我
に
返
る
ゴ
キ
ブ
リ
た
ち
。 

(

一
斉
に
早
口
に
、
つ
ま
り
ゴ
キ
ブ
リ
た
ち
の
時
間
は
人
間
の
そ
れ
よ
り
は
る
か
に
速

く)

。 

 

三
号
「
ヘ
？
」 

二
号
「
こ
い
つ
は
な
ん
だ
い
？
」 
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四
号
「
こ
い
つ
は
な
ん
だ
い
？
」 

六
号
「
こ
い
つ
は
な
ん
だ
い
？
」 

八
号
「
こ
い
つ
は
な
ん
だ
い
？
」 

九
号
「
こ
い
つ
は
な
ん
だ
い
？
」 

十
号
「
こ
い
つ
は
な
ん
だ
い
？
」 

十
一
号
「
こ
い
つ
は
な
ん
だ
い
？
」 

十
二
号
「
こ
い
つ
は
な
ん
だ
い
？
」 

三
号
「
こ
い
つ
は
・
・
・
な
ん
だ
い
？
」 

  

短
い
間
。 

 

九
号
「
納
豆
だ
！
」 

二
号
「
ゼ
リ
ー
で
し
ょ
！ 

コ
ー
ヒ
ー
ゼ
リ
ー
？
」 

八
号
「
ハ
？ 

何
言
っ
と
る
、
ガ
ム
だ
が
ね
ぇ
！
」 

二
号
「(

同
時
に)

ゼ
リ
ー
！
」 

九
号
「(

同
時
に)

納
豆
！
」 

八
号
「(

同
時
に)

ガ
ム
！
」 

三
号
「(

中
央
に
置
か
れ
た
エ
サ
を)

食
い
て
ぇ
～
」 

六
号
「(

三
号
に
触
れ
ら
れ)

イ
ヤ
ー
ン♡

」 

九
号
「
！(

彼
は
六
号
の
声
に
イ
チ
コ
ロ
。
以
後
、
そ
の
色
声
に
い
ち
い
ち
イ
チ
コ
ロ)

」 

八
号
「
た
ま
ん
な
い
！ 

こ
の
匂
い
！
」 

十
一
号
「
早
く
食
い
て
ぇ
、
早
く
、
食
い
て
ぇ
よ
ぉ
～(

と
匂
い
の
も
と
へ
行
こ
う
と
す
る
が)
」 

六
号
「(

ネ
バ
ネ
バ
が
ま
と
わ
り
つ
き)

イ
ヤ
ン
、
ヤ
メ
て
ぇ
ー
ん
、
も
ぉ♡

」 

九
号
「!!

」 

七
号
「(

六
号
に)

う
る
さ
い
！
」 

十
二
号
「(

ベ
ソ
か
い
て)

あ
～
ん
、
と
れ
な
い
よ
ぉ
～
」 

十
一
号
「
俺
が
見
つ
け
た
ん
だ
！ 

俺
が
、
先
に(

行
け
な
い)

」 

十
号
「
う
ー
ん
、
来
て
ま
す
来
て
ま
す
」 

九
号
「
え
？ 

な
に
が
？
」 

十
二
号
「
あ
～
ん
、
僕
は
も
う
ダ
メ
だ
ぁ
！
」 

九
号
「
だ
か
ら
な
に
が
ぁ
？
」 

十
一
号
「
横
取
り
は
さ
せ
ね
ぇ
ぞ
！
」 

九
号
「
も
う
、
こ
れ
な
ん
な
の
！
？
」 

十
号
「
来
て
る
ん
で
す
！
」 

九
号
「
だ
か
ら
な
に
が
ぁ
！
？
」 

六
号
「
い
や
い
や
！ 

(

あ
っ
ち
に)

イ
ク
イ
ク
！ 

行
か
せ
て
ぇ
～
！
」 
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九
号
「!!!(

ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン)

」 

七
号
「
も
ぉ
！ 

う
る
さ
い
っ
て
ば
！
」 

四
号
「
わ
～
か
り
ま
し
た
ぞ
ぉ
～
！
」 

 
 

 

 
 

四
号
の
声
に
と
た
ん
に
静
か
に
な
る
一
同
。 

 

九
号
「(

ヘ
ロ
ヘ
ロ
に
な
っ
て)
だ
か
ら
ぁ
、
な
に
が!?

」 

四
号
「
こ
れ
は
、
ゴ
キ
ブ
リ
ポ
イ
ポ
イ
！
」 

一
同
「
！
・
・
・
ゴ
キ
ブ
リ
、
ポ
イ
ポ
イ!?

」 

四
号
「(

頷
く)

」 

十
一
号
「
新
し
い
食
い
も
ん
か
？
」 

四
号
「(

ガ
ク
っ)

」 

二
号
「
な
に
そ
れ
？
」 

四
号
「
人
間
の
罠
で
す
」 

三
号
「
人
間
の
？
」 

九
号
「
ワ
ナ
？
」 

四
号
「(

頷
く)

」 

十
一
号
「
う
ま
い
の
か
？
」 

四
号
「(

ま
た
ガ
ク
っ)

つ
ま
り
、
こ
の
ネ
バ
ネ
バ
で
、
私
た
ち
ゴ
キ
ブ
リ
を
捕
ま
え
る
ん
で
す
」 

一
同
「
！
・
・
・(

息
を
呑
む)

」 

十
一
号
「
ね
り
ア
メ
か
！
」 

九
号
「
ど
う
し
て
？
」 

四
号
「
ど
う
し
て
っ
て
、
そ
り
ゃ
殺
す
た
め
に
決
ま
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！
」 

一
同
「
！
・
・
・
」 

九
号
「
殺
す
・
・
・
！
」 

三
号
「
そ
、
そ
ん
な
、
大
変
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！
」 

四
号
「
ハ
イ
大
変
で
す
」 

二
号
「
は
、
早
く
逃
げ
な
く
ち
ゃ
！
」 

八
号
「
ほ
だ
ね
！
」 

十
二
号
「(

声
に
な
ら
な
い
悲
鳴
を
上
げ)

！
」 

十
一
号
「
オ
、
オ
ウ
！
」 

  
 

と
一
斉
に
逃
げ
出
す
一
同
。 

 
 

し
か
し
そ
の
粘
着
力
は
強
力
。 

 

四
号
「
あ
、
で
も
こ
れ
は
で
す
ね
」 
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九
号
「
あ
ー
こ
ん
な
う
っ
と
ぉ
し
い
の
。
オ
レ
様
が
食
い
ち
ぎ
っ
て
や
る
！(

と
食
ら
い
つ
き
、

両
手
と
顎
が
く
っ
つ
い
て
し
ま
う)

フ
ガ
？
」 

四
号
「
も
が
け
ば
も
が
く
ほ
ど
、
色
ん
な
と
こ
が
く
っ
つ
い
て
、
と
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ん

で
す
。
ま
だ
片
足
だ
け
な
ら
・
・
・
」 

九
号
「
！ 

フ
ガ
フ
ガ
！
」 

二
号
「
ち
ょ
っ
と
あ
な
た
ね
！ 

そ
ん
な
こ
と
は
も
っ
と
早
く(

言
っ
て
よ
！)

」 

十
一
号
「
そ
う
だ
そ
う
だ
！ 

大
体
知
っ
て
て
な
ん
で(

く
っ
つ
い
て
る
！)

」 

四
号
「
イ
ヤ
、
そ
れ
が
、
ゴ
キ
ブ
リ
の
本
能
・
・
・
食
べ
物
の
ニ
オ
イ
に
は
、
わ
ず
か
ば
か
り

の
理
性
な
ど
・
・
・(

恍
惚)

」 

九
号
「
フ
ガ
フ
ガ
！(

恍
惚)

」 

三
号
「
確
か
に
い
い
ニ
オ
イ
で
す
も
ん
ね
ぇ
コ
レ(

と
こ
ち
ら
も
恍
惚)

」 

  
 

一
同
も
恍
惚
。 

中
央
の
エ
サ
の
ニ
オ
イ
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
。 

 
 

と
、
そ
こ
へ
一
号
と
五
号
が
や
っ
て
く
る
。 

 
 

そ
の
姿
に
再
び
我
に
返
る
一
同
。 

 
 

し
か
し
一
号
と
五
号
は
恍
惚
の
ま
ま
。 

 

二
号
「
ダ
メ
よ
！ 

こ
っ
ち
に
来
た
ら
ダ
メ
！
」 

四
号
「
ワ
ナ
で
す
ぞ
！ 

こ
れ
は
人
間
の
罠
！
」 

五
号
「
サ
、
酒
ぇ
～
」 

一
号
「
ハ
～
」 

六
号
「
だ
め
ぇ
！ 

だ
め
ぇ
！
」 

八
号
「
あ
っ
ち
！ 

あ
っ
ち
！
」 

十
一
号
「
オ
、
オ
イ
！ 

助
け
ろ
！ 

お
前
た
ち
、
オ
レ
を
、
助
け
ろ
！
」 

  
 

と
一
同(

七
号
以
外)

で
必
死
に
目
を
覚
ま
さ
せ
る
が
、 

 
 

結
局
く
っ
つ
い
て
し
ま
う
一
号
と
五
号
。 

 

一
号
「(

や
っ
と
我
に
返
り)

こ
い
つ
は
な
ん
だ
い
？
」 

五
号
「
・
・
・
な
ん
じ
ゃ
こ
り
ゃ
ぁ
～
・
・
・
ヒ
ッ
ク(

彼
は
ひ
ど
い
ア
ル
中
で
正
気
な
の
か

終
始
不
明
。
つ
ま
り
か
な
り
イ
っ
ち
ゃ
っ
て
る)

」 

十
一
号
「
っ
た
く
、
な
に
や
っ
て
ん
だ
よ
！
」 

二
号
「
バ
カ
！
」 

七
号
「
・
・
・
」 

一
号
「
エ
？ 

ど
こ
？ 

こ
こ
。
な
に
？ 

こ
れ!?

」 
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一
同
「
・
・
・
」 

  
 

と
、
突
然
の
高
笑
い
。 

 
 

驚
き
見
回
す
一
同
。 

 
 

高
所
に
と
ま
っ
て
い
る
一
匹
の
蚊
。 

 

十
一
号
「
な
、
な
ん
だ
な
ん
だ!?  

お
前
」 

蚊
「
蚊
で
す
け
ど
」 

八
号
「
判
っ
と
る
が
ね
！ 

な
に
笑
っ
と
ん
の
！
」 

蚊
「
イ
ヤ
、
皆
さ
ん
が
、
あ
ま
り
に
も
愚
か
な
の
で
」 

十
一
号
「
！ 

な
に
ぃ
！
」 

蚊
「
本
当
に
、
本
能
の
お
も
む
く
ま
ま
で
す
ね
、
あ
な
た
た
ち
は
」 

三
号
「
助
け
て
く
れ
る
の
？
」 

十
二
号
「
エ
？(

と
そ
の
顔
が
輝
く)

」 

蚊
「
！ 

ご
冗
談
を
」 

十
二
号
「
！(

と
そ
の
顔
が
シ
ュ
ン)

」 

六
号
「
血
な
ら
、
ホ
ラ
、
吸
わ
し
て
あ
げ
る
か
ら
ぁ
ん
」 

十
二
号
「
！(

と
そ
の
顔
が
再
び
輝
き)

」 

三
号
「
あ
、
僕
も
！
」 

八
号
「
ア
タ
イ
も
」 

四
号
「
ワ
タ
ク
シ
も
」 

一
号
「
僕
も
」 

十
一
号
「
あ
、
オ
レ
も(

と
腕
な
ど
捲
っ
た
り
し
て)

」 

十
二
号
「
あ
、
あ
の
ぉ
・
・
・
」 

  
 

と
我
先
に
と
色
ん
な
と
こ
捲
っ
て
。 

 
 

皆
必
死
。 

 
 

と
、 

 

蚊
「
ク
ク
ク(

堪
ら
ず
下
品
な
高
笑
い
で)

ヒ
ャ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ヒ
ャ
ゴ
ホ
ゴ
ホ
ゴ
ホ(

と
あ
ま

り
の
高
笑
い
に
咳
き
込
ん
だ
り
す
る)

」 

十
一
号
「(

ム
ッ
と
す
る
と
同
時
に
自
分
の
行
い
に
恥
ず
か
し
さ
も
覚
え)

な
ん
だ
？ 

助
け
る

気
な
い
ん
だ
っ
た
ら
早
く
ど
っ
か
行
き
や
が
れ
！
」 

蚊
「
イ
ヤ
で
す
よ
、
こ
ん
な
面
白
い
も
の
」 

二
号
「
見
世
物
じ
ゃ
な
い
の
よ
！
」 

蚊
「
他
人
の
不
幸
は
蜜
の
味
・
・
・
イ
ヤ
イ
ヤ
ど
ん
な
血
よ
り
美
味
い
っ
て
ね
」 
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十
一
号
「
な
ん
だ
と
ぉ
！
」 

蚊
「
最
期
ま
で
き
ち
ん
と
見
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
」 

一
号
「
最
期
？
」 

十
二
号
「
最
期
っ
て
・
・
・
な
に
？
」 

蚊
「
オ
ヤ
オ
ヤ
、
皆
さ
ん
は
ま
だ
、
自
分
た
ち
の
置
か
れ
た
立
場
に
つ
い
て
よ
く
理
解
な
さ
れ

て
な
い
よ
う
で
す
ね
」 

十
一
号
「
あ
？
」 

十
二
号
「
立
場
？
」 

一
号
「
？
・
・
・
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？
」 

蚊
「
皆
さ
ん
は
、
死
ぬ
ん
で
す
よ
、
朝
に
な
っ
た
ら
」 

一
同
「
！
」 

三
号
・
十
二
号
「
ど
、
ど
う
い
う
こ
と!?

」 

蚊
「
だ
か
ら
、
朝
に
な
っ
た
ら
、
ジ
エ
ン
ド
。
お
陀
仏
。
お
し
ま
い
な
の
」 

十
一
号
「
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
、
朝
に
な
っ
た
ら
」 

蚊
「(

も
う
！ 

理
解
が
悪
い
な
ぁ
と
言
っ
た
感
じ
で
、
こ
こ
ら
で
別
の
場
所
に
飛
ん
で
も
い

い
か
も
。
蚊
は
唯
一
こ
の
中
で
自
由
に
動
け
る
存
在
な
の
で
時
々
飛
ぶ
。
ま
た
そ
の
飛
ぶ
と

き
に
、
あ
の
不
快
な
ブ
ー
ン
と
い
う
翅
音
を
笛
み
た
い
な
小
道
具
で
自
ら
発
せ
ら
れ
な
い

か
・
・
・)

あ
の
ね
・
・
・
朝
に
な
っ
た
ら
、
人
間
が
起
き
て
く
る
で
し
ょ
？
」 

一
同
「(

う
ん)

」 

蚊
「
そ
し
た
ら
こ
こ
覗
く
で
し
ょ
？
」 

一
同
「(

う
ん
う
ん)

」 

蚊
「(

お
客
さ
ん
に)

明
日
は
何
曜
日
？
」 

お
客
さ
ん
「(

こ
こ
で
は
一
応
月
曜
日
と
答
え
る
こ
と
想
定
す
る
。
日
曜
日
の
場
合
は
以
下
ア

ド
リ
ブ
で)

」 

蚊
「
そ
う
ね
、
月
曜
日
。(

お
客
さ
ん
に)

お
宅
の
燃
え
る
ゴ
ミ
の
日
何
曜
日
？
」 

お
客
さ
ん
「(

月
曜
日
と
答
え
た
場
合
は
そ
の
ま
ま
。
他
の
曜
日
で
答
え
た
場
合
は
以
下
同
じ

く
ア
ド
リ
ブ
で)

」 

蚊
「
で
し
ょ
。
な
ら
・
・
・
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
ゴ
キ
ブ
リ
が
か
か
っ
て
た
ら
、
即
効
捨
て

る
に
決
ま
っ
て
る
で
し
ょ
？
」 

三
号
「
な
に
を
？
」 

蚊
「
・
・
・
コ
レ
を
」 

一
号
「
ど
こ
に
？
」 

蚊
「
だ
か
ら
燃
え
る
ゴ
ミ
に
」 

一
同
「
！
・
・
・
」 

十
一
号
「(

小
さ
く)

燃
え
る
ゴ
ミ
？
・
・
・
」 

蚊
「
そ
し
た
ら
、
そ
の
ゴ
ミ
、
ど
こ
に
運
ば
れ
る
と
思
う
？
・
・
・(

物
色
し
お
客
さ
ん
に)

ハ
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イ
！ 

そ
こ
の
あ
な
た
！
」 

お
客
さ
ん
「(

清
掃
工
場
と
答
え
る
こ
と
想
定
し)

」 

蚊
「
そ
う
清
掃
工
場
。(

以
下
は
ご
当
地
ご
と
に
変
え
る)

正
確
に
は
豊
田
市
で
は
渡
刈
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
！ 

ち
な
み
に
不
燃
物
は
グ
リ
ー
ン
・
ク
リ
ー
ン
ふ
じ
の
丘
ね
。
で
、
そ
の
渡

刈
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ
て(

と
懐
か
ら
マ
ッ
チ
と
り
出
し)

」 

一
同
「
・
・
・
」 

蚊
「1

2
0

0

度
の
炎
で(

火
を
つ
け
て)

ボ
ッ
と
燃
や
さ
れ
て
」 

一
同
「
・
・
・
」 

蚊
「
悲
鳴
上
げ
る
間
も
な
く
一
瞬
で(
火
を
吹
き
消
す)

」 

一
同
「
！
・
・
・
」 

蚊
「
灰
も
残
ら
な
い
」 

三
号
「
ウ
ソ
だ
ぁ
」 

蚊
「
ウ
ソ
な
も
ん
か(

四
号
に)

な
ぁ
」 

  

四
号
を
見
る
一
同
。 

 

十
一
号
「
そ
う
な
の
か
？
」 

四
号
「
・
・
・
」 

十
一
号
「
あ!?

」 

四
号
「
・
・
・(

小
さ
く
頷
く)

」 

一
同
「
！
」 

十
二
号
「
ヒ
ェ
～
」 

六
号
「
イ
ヤ
ー
ン
」 

  

怖
ろ
し
さ
に
固
ま
る
一
同
。 

 

ガ
ク
ガ
ク
震
え
出
し
、 

 

蚊
「(

高
笑
い)

」 

十
一
号
「
そ
、
そ
ん
な
ぁ
・
・
・
」 

一
号
「
僕
た
ち
潰
さ
れ
る
の
に
は
慣
れ
て
る
け
ど
・
・
・
」 

八
号
「
燃
や
さ
れ
る
の
は
・
・
・
イ
ヤ
だ
が
ね
・
・
・
」 

十
一
号
「
オ
、
オ
ウ
、
そ
う
だ
、
ど
う
せ
な
ら
潰
し
て
く
れ
。
い
っ
そ
い
つ
も
み
た
い
に
、
ひ

と
お
も
い
に
、
ス
リ
ッ
パ
か
新
聞
紙
で
、
ブ
チ
ュ
っ
て
潰
し
て
く
れ
よ
！
」 

三
号
「
シ
ュ
ー
で
も
い
い
か
ら
さ
ぁ
！ 

シ
ュ
ー
っ
て
、
一
思
い
に
！
」 

  
 

と
突
然
猛
烈
に
脱
出
を
試
み
る
一
同
。 
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我
先
に
と
。 

 
 

悲
鳴
。 

 
 

蚊
の
高
笑
い(

咳
き
込
み)

。 

 

四
号
「
皆
さ
ん
！ 
こ
こ
は
冷
静
に
！ 

そ
ん
な
に
も
が
い
た
ら
、
手
も
足
も
！(

し
か
し
自

分
も
か
な
り
パ
ニ
ッ
ク)

」 

  
 

も
が
く
一
同
。 

四
号
と
七
号
以
外
は
す
で
に
色
ん
な
と
こ
く
っ
つ
き
動
け
な
く
な
っ
て
い
る
。 

 
 

 

蚊
「(

笑
い
つ
つ)

こ
り
ゃ
、
ほ
ん
と
、
最
高
だ
！ 

こ
い
つ
ぁ
、
最
高
の
、
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
メ

ン
ト
シ
ョ
ー
だ
よ
！(

涙
流
し
て
大
笑
い)

」 

  
 

忍
び
込
む
音
楽
。 

 
 

そ
れ
で
も
も
が
く
一
同
の
中
、
溶
暗
。 

 
 

高
ま
る
音
楽
。 

 
 

暗
転
。 

  
 

闇
。 

 
 

無
音
。 

 
 

と
、
聞
こ
え
て
く
る
グ
ス
グ
ス
と
い
う
小
さ
な
泣
き
声
。 

 
 

静
か
に
照
明
入
る
。 

 
 

 
 

動
け
な
く
な
り
半
ば
放
心
し
て
い
る
一
同
。 

 
 

泣
き
声
の
主
は
十
二
号
。 

 

十
一
号
「
泣
く
な
、
オ
イ
」 

十
二
号
「(

グ
ス
グ
ス)

」 

十
一
号
「
泣
く
な
っ
て
」 

十
二
号
「(

グ
ス
グ
ス)

」 

十
一
号
「
泣
く
な
！
」 

十
二
号
「
エ
ー
ン
」 

十
一
号
「
・
・
・
」 

八
号
「(

十
一
号
に)

ち
ょ
っ
と
あ
ん
た
」 

一
号
「
あ
ー
、
腹
減
っ
た
な
ぁ
」 

二
号
「
あ
の
ね
、
あ
な
た
ね(

こ
ん
な
時
に
ど
ん
な
神
経
し
て
る
の
？)

」 

三
号
「
そ
う
だ
ね
ぇ
、
で
き
れ
ば
コ
ロ
ッ
ケ
食
べ
た
い
・
・
・
松
丈
の
」 
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八
号
「
！ 

何
言
っ
と
る
の
！ 

あ
づ
ま
や
の
文
ち
ゃ
ん
焼
き
だ
が
ね
！
」 

四
号
「
イ
ヤ
イ
ヤ
上
坂
の
五
平
餅
の
方
が
」 

一
同
「
イ
ヤ
イ
ヤ
イ
ヤ(

と
上
演
地
の
ご
当
地
グ
ル
メ
を
言
い
合
う)

」 

二
号
「
・
・
・
」 

 

何
や
ら
ブ
ツ
ブ
ツ
呟
き(

基
本
的
に
は
「
来
て
ま
す
来
て
ま
す
」
と
言
っ
て
い
る)

お

祈
り
し
て
い
る
十
号(

こ
い
つ
は
ず
っ
と
こ
ん
な
感
じ
で
怪
し
い)

。 

 

十
一
号
「
な
に
や
っ
て
ん
だ
？ 
お
前
」 

十
号
「
伝
説
の
ゴ
キ
ブ
リ
を
呼
ん
で
る
ん
で
す
」 

十
一
号
「
ハ
ァ
？
」 

十
号
「(

祈
り
つ
つ)

大
丈
夫
で
す
。
も
う
す
ぐ
、
彼
が
助
け
に
来
て
く
れ
ま
す
か
ら(

ブ
ツ
ブ

ツ)

」 

十
一
号
「(

危
な
い)

・
・
・
」 

五
号
「
オ
ウ
！ 

裸
に
な
っ
て
、
何
が
悪
い
！ 

お
ー
い
、
サ
ケ
～
・
・
・
ヒ
ッ
ク(

そ
し
て

歌
な
ど
歌
う)

」 

十
二
号
「
も
う
ダ
メ
な
ん
で
す
。
僕
は
、
も
う
・
・
・(

グ
ス
グ
ス)
」 

六
号
「
あ
ー
ん
、
イ
ヤ
ー
ン
、
触
ら
な
い
で
ぇ(

一
同
は
か
な
り
密
着
し
た
状
態
に
あ
る)

」 

九
号
「
（
興
奮
）
」 

 
 

 

と
、
と
に
か
く
騒
々
し
い
一
同
。 

 
 

と
、 

 

七
号
「
い
い
か
げ
ん
静
か
に
し
て
く
れ
な
い
か
な
ぁ
？ 

あ
ん
た
た
ち
」 

  
 

振
り
向
き
、 

静
か
に
な
る
一
同
。 

 
 

七
号
を
見
る
。 

 

二
号
「
い
つ
、
孵
る
の
？
」 

七
号
「(

抱
い
て
い
た
卵
を
隠
す
よ
う
に
し
て)

い
つ
だ
っ
て
い
い
だ
ろ
？ 

お
嬢
ち
ゃ
ん
に
は

関
係
な
い
こ
と
だ
よ
」 

二
号
「
そ
、
そ
ん
な(

言
い
方
し
な
く
て
も
！)

」 

七
号
「
そ
れ
に
さ
、
み
っ
と
も
な
い
よ
。
あ
ん
た
た
ち
。
諦
め
な
よ
。
運
命
な
ん
だ
か
ら
さ
。

こ
れ
が
あ
た
い
た
ち
の
運
命
」 

一
同
「
・
・
・
」 
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七
号
「
今
さ
ら
ジ
タ
バ
タ
し
た
っ
て
し
ょ
う
が
な
い
」 

一
同
「
・
・
・
」 

七
号
「
受
け
入
れ
な
よ
。
き
っ
ぱ
り
諦
め
て
、
自
分
の
運
命
、
受
け
入
れ
な
。
あ
た
い
は
も
う

と
っ
く
に
受
け
入
れ
た
よ
」 

一
同
「
・
・
・
」 

一
号
「
で
も
、
諦
め
る
に
は
、
ま
だ
早
い
か
と
」 

二
号
「(

見
る)

」 

一
号
「
希
望
を
失
う
に
は
、
ま
だ
」 

七
号
「
・
・
・(

と
突
然
噴
出
す
よ
う
に
笑
い)

希
望
？ 

希
望
っ
て
な
に
？ 

な
ん
の
希
望
？ 

ま
さ
か
こ
こ
か
ら
逃
げ
出
す
？ 

(
笑
い)

や
め
と
く
れ
よ
。
も
う
無
理
だ
よ
、
こ
う
な
っ
た

ら
、
分
か
っ
て
ん
だ
ろ
？
」 

一
号
「
・
・
・
」 

七
号
「
そ
れ
に
さ
・
・
・
ゴ
キ
ブ
リ
な
ん
だ
よ
？ 
あ
た
い
た
ち
は
。
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
最

低
虫
け
ら
以
下
の
、
ゴ
キ
ブ
リ
野
郎
な
ん
だ
。
そ
ん
な
あ
た
い
た
ち
に
・
・
・
希
望
な
ん

て
・
・
・
あ
る
わ
け
な
い
だ
ろ
？ 

エ
？
」 

一
同
「
・
・
・
」 

七
号
「
諦
め
る
ん
だ
よ
。
そ
ん
な
も
の
は
さ
、
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
、
も
う
・
・
・
諦
め
て
、
静

か
に
い
く
ん
だ
よ
」 

一
同
「
・
・
・
」 

一
号
「
だ
け
ど
・
・
・
」 

二
号
「
ど
う
し
て
な
い
の
！
」 

七
号
「(

見
る)

」 

二
号
「
私
た
ち
に
、
希
望
が
、
ど
う
し
て
な
い
の
？
」 

七
号
「
・
・
・(

微
苦
笑
し)

こ
れ
だ
か
ら
、
世
間
知
ら
ず
の
お
嬢
ち
ゃ
ん
は
・
・
・
ケ
っ
！
」 

二
号
「
！
」 

七
号
「
じ
ゃ
聞
く
け
ど
、
な
ん
な
の
？ 

あ
ん
た
の
、
そ
の
希
望
っ
て
の
は
？ 

エ
？
」 

二
号
「
そ
れ
は
・
・
・
」 

七
号
「(

一
号
に)

こ
い
つ
と
や
る
こ
と
か
い
？
」 

ニ
号
「(

気
色
ば
っ
て)

違
い
ま
す
！
」 

七
号
「
じ
ゃ
な
に
？ 

食
う
こ
と
か
い
？ 

そ
れ
と
も
人
間
に
で
も
な
り
た
い
っ
て
か
？(

笑

う)

」 

二
号
「
・
・
・
」 

七
号
「
笑
わ
せ
る
ん
じ
ゃ
な
い
よ
。
な
い
ん
だ
よ
。
あ
た
い
た
ち
に
は
、
希
望
な
ん
て
、
も
と

も
と
、
生
ま
れ
た
と
き
・
・
・(

首
振
り)

イ
イ
ヤ
生
ま
れ
る
前
か
ら
、
一
切
！
」 

二
号
「
！
・
・
・
」 

七
号
「(

苦
笑
し)

で
も
さ
、
そ
れ
だ
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
別
に
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
れ
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が
あ
た
い
た
ち
の
運
命
な
ら
・
・
・
た
だ
死
ん
で
く
だ
け
の
運
命
な
ら
・
・
・
そ
れ
も
・
・
・
」 

二
号
「
・
・
・
」 

七
号
「
そ
れ
に
命
あ
る
も
の
い
ず
れ
は
必
ず(

死
ぬ
。
だ
っ
た
ら
案
外
平
等)

・
・
・
」 

二
号
・
一
同
「
・
・
・
」 

七
号
「(

そ
う
思
っ
た
ら
な
ん
だ
か
笑
え
て
き
て)

だ
っ
た
ら
さ
・
・
・
」 

一
号
「
で
も
、
子
供
た
ち
は
・
・
・
」 

七
号
「(

見
る)

」 

一
号
「
生
ま
れ
て
く
る
子
供
た
ち
に
は
」 

七
号
「
希
望
が
あ
る
っ
て
の
か
い
？
」 

  
 

一
同
。 

 

七
号
「
こ
の
子
た
ち
に
は
、
希
望
が
？
」 

  
 

一
同
。 

 

七
号
「(

苦
笑
し)

冗
談
じ
ゃ
な
い
よ
。
そ
れ
こ
そ
地
獄
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
こ
で
生
き
残
っ
た
っ

て(

結
局
は)

・
・
・
偽
善
は
や
め
と
く
れ
よ
。
あ
た
い
は
ね
！
・
・
・(
卵
抱
き)

一
緒
に
い

く
よ
」 

一
同
「
・
・
・
」 

七
号
「
そ
も
そ
も
、
生
ま
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
こ
の
子
た
ち
に
・
・
・(

何
か
言
お
う
と
し
た

そ
の
時)

」 

三
号
「
う
わ
ぁ
、
な
に
や
っ
て
る
の
？
」 

七
号
「
！
・
・
・
」 

 
 

 
 

見
る
一
同
。 

 
 

何
や
ら
モ
ゴ
モ
ゴ
し
て
い
る
九
号
。 

 

十
一
号
「
お
、
お
前
！ 

・
・
・
食
べ
て
ん
の
か!?

」 

九
号
「(

口
の
周
り
の
粘
着
物
質
を
食
べ
て
い
る)

」 

八
号
「
ゲ
っ
」 

二
号
「
キ
モ
」 

六
号
「(

オ
エ
ッ)

」 

三
号
「
お
い
し
い
の!?

」 

五
号
「
サ
ケ
～
」 
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見
守
る
一
同
。 

九
号
、
だ
ん
だ
ん
勢
い
つ
い
て
き
て
、
モ
グ
モ
グ
モ
グ
モ
グ
食
べ
る
と
、
つ
い
に
く

っ
つ
い
て
い
た
顎
が
と
れ
る
！ 

 

九
号
「
う
わ
ぁ
！
」 

三
号
「
と
れ
た
！
」 

一
号
「
す
ご
い
！
」 

二
号
「
や
っ
ぱ
キ
モ
」 

六
号
「
ア
ア
ー
ン
」 

八
号
「
や
る
じ
ゃ
な
い
あ
ん
た
！
」 

九
号
「
お
！ 

や
っ
た
！ 

と
れ
た
！ 
と
れ
た
ぞ
！
」 

蚊
「
呆
れ
た
な
」 

  
 

祝
福
の
一
同
。 

 
 

と
、 

 

十
一
号
「
ア
ハ
ハ
、
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
、
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
、
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
！ 

ど
う
だ
！ 

見
た
か
！ 

希
望
だ
！ 

こ
れ
ぞ
希
望
だ
ぞ
！ 

ハ
ハ
ハ
！ 

ハ
ハ
ハ
ハ
！ 

食
い
し
ん

坊
万
歳
！ 

ゴ
キ
ブ
リ
万
歳
！ 

ア
ハ
ハ
、
ア
ハ
ハ
ハ
ゴ
ホ
ゴ
ホ
ゴ
ホ
・
・
・(

四
号
に)

オ

イ
！ 

オ
レ
た
ち
も
コ
レ
食
っ
ち
ま
え
ば
助
か
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か!?

」 

  
 

そ
、
そ
う
だ
そ
う
だ
と
食
お
う
と
す
る
一
同
。 

 

四
号
「
イ
ヤ
、
ダ
メ
で
す
！
」 

十
一
号
「
な
ん
で!?

」 

四
号
「
た
ま
た
ま
で
す
。
彼
は
た
ま
た
ま
」 

十
一
号
「
そ
ん
な
こ
と
や
っ
て
み
な
く
ち
ゃ
分
か
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
か!?

」 

一
号
「
そ
う
で
す
よ
。
一
か
八
か
こ
こ
は
」 

  
 

頷
く
一
同
。 

 
 

食
べ
よ
う
と
し
て
。 

 

蚊
「(

高
笑
い)

」 

  
 

一
同
。 
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蚊
「(
笑
い
つ
つ)

や
っ
ぱ
り
、
お
前
た
ち
は
愚
か
だ(

笑
い)

」 

一
同
「
・
・
・(

そ
の
笑
い
声
に
、
次
第
に
、
冷
静
に
な
っ
て
い
く)

・
・
・
」 

四
号
「
・
・
・
助
け
を
呼
び
ま
し
ょ
う
」 

二
号
「
エ
？
」 

十
二
号
「
助
け
？
」 

四
号
「(

頷
く)

」 

九
号
「
誰
に
？
」 

四
号
「
仲
間
で
す
。
仲
間
に
ひ
っ
ぱ
っ
て
も
ら
え
ば
、
あ
る
い
は
・
・
・
」 

一
同
「
・
・
・
！
」 

十
一
号
「
お
、
お
う
、
そ
う
だ
な
」 

一
号
「
仲
間
・
・
・
う
ん
。
そ
う
だ
。
仲
間
を
呼
べ
ば
！
」 

二
号
「
そ
う
ね
」 

三
号
「
そ
う
だ
ね
」 

八
号
「
そ
う
だ
わ
！
」 

十
二
号
「
う
ん
！
」 

九
号
「
仲
間
だ
！ 

お
、
お
ー
い!

」 

一
同
「
お
ー
い
！ 

誰
か
助
け
て
く
れ
！ 

お
ー
い(

な
ど
な
ど)

」 

  
 

と
、
蚊
、
再
び
高
笑
い
。 

 

十
一
号
「
な
ん
な
ん
だ
？ 

て
め
ぇ
は
よ
！
」 

蚊
「
も
う
、
お
腹
痛
く
っ
て
・
・
・
こ
れ
以
上
笑
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
よ
」 

九
号
「
う
る
せ
ぇ
黙
っ
て
ろ
！ 

こ
の
ヒ
ョ
ロ
ヒ
ョ
ロ
バ
ン
パ
イ
ア
野
郎
！ 

お
ー
い
！
」 

蚊
「(

笑
い
つ
つ)

だ
っ
て
、
も
う
来
る
わ
け
な
い
で
し
ょ
？
」 

九
号
「
ア
ン
？
」 

一
号
「
ど
う
し
て
？
」 

二
号
「
そ
ん
な
の
判
ん
な
い
じ
ゃ
な
い
！
」 

蚊
「
だ
っ
て(

指
差
し)

フ
ェ
ロ
モ
ン
」 

  
 

一
同
、
自
ら
の
尻
を
見
る
。 

 

十
一
号
「
そ
れ
が
ど
お
し
た
？
」 

蚊
「
出
て
ま
す
も
ん
。
さ
っ
き
か
ら
、
そ
こ
か
ら
警
報
フ
ェ
ロ
モ
ン
が
バ
ン
バ
ン
」 

二
号
「
！ 

(

思
わ
ず
お
尻
押
さ
え)

警
報
フ
ェ
ロ
モ
ン
・
・
・
」 

蚊
「
あ
ん
ま
り
ギ
ャ
ー
ギ
ャ
ー
騒
ぐ
か
ら
、
垂
れ
流
し
・
・
・
残
念
で
し
た
」 

三
号
「
そ
ん
な
・
・
・
」 
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十
一
号
「
・
・
・
じ
ゃ
、
や
っ
ぱ
、
お
前
、
助
け
ろ
！
」 

蚊
「(
舌
出
し)

ブ
ー
」 

九
号
「
て
め
ぇ
！(

と
勢
い
余
り
、
前
の
め
り
に
な
っ
て
再
び
顎
が
く
っ
つ
く)

フ
ガ
？
」 

蚊
「
キ
ャ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
！
」 

一
同
「
・
・
・
」 

  
 

と
、 

 

三
号
「
あ
、
じ
ゃ
ぁ
さ
、
人
間
に
、
頼
ん
で
み
た
ら
？
」 

  
 

と
、
そ
の
突
拍
子
も
な
い
意
見
に
一
瞬
で
固
ま
る
一
同
。 

 

二
号
「
エ
？
」 

三
号
「
だ
か
ら
、
人
間
に
」 

十
一
号
「
何
を
？
」 

三
号
「
助
け
を
」 

一
同
「
・
・
・
」 

  
 

間
。 

 
 

蚊
の
、
再
び
狂
っ
た
よ
う
な
高
笑
い
。 

 

三
号
「
だ
っ
て
人
間
な
ら
き
っ
と
」 

十
一
号
「
お
前
バ
カ
か
！
」 

一
号
「
そ
れ
は
、
さ
す
が
に
」 

四
号
「
ウ
ー
ム
」 

一
号
「
・
・
・
」 

二
号
「
大
体
、
人
間
に
私
た
ち
の
言
葉
通
じ
な
い
で
し
ょ
？
」 

十
一
号
「
通
じ
た
っ
て
絶
対
助
け
な
い
ね
、
あ
い
つ
ら
は
」 

六
号
「
そ
う
ね
」 

一
号
「
そ
う
で
す
ね
」 

十
二
号
「
そ
う
だ
そ
う
だ
」 

四
号
「
ウ
ム
」 

十
二
号
「
あ
い
つ
ら
の
僕
た
ち
ゴ
キ
ブ
リ
の
嫌
い
方
と
言
っ
た
ら
・
・
・
ま
さ
に
イ
ジ
メ
だ
か

ら
」 

十
一
号
「
い
や
イ
ジ
メ
な
ん
て
そ
ん
な
レ
ベ
ル
じ
ゃ
な
い
ぜ
、
ア
レ
は
・
・
・
犯
罪
だ
ぜ
。
大

量
殺
戮
！ 

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
！
」 
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一
号
「
ホ
イ
コ
ー
ロ
？
」 

八
号
「
ア
タ
イ
中
華
好
き
！
」 

五
号
「
サ
ケ
ぇ
～
」 

八
号
「
・
・
・
」 

十
一
号
「
っ
た
く
、
何
が
万
物
の
霊
長
だ
？ 

太
陽
系
唯
一
の
知
的
生
物
だ
？ 

野
蛮
人
じ
ゃ

ね
え
か
！ 

人
間
は
、
冷
血
動
物
・
・
・
ト
カ
ゲ
よ
り
ヘ
ビ
よ
り
チ
ョ
ー
冷
た
い
、
史
上
最

低
の
、
冷
血
動
物
だ
ぜ
！
」 

五
号
「
オ
ラ
は
冷
よ
り
熱
燗
だ
ぜ
ぃ
～
」 

二
号
「
・
・
・
そ
う
だ
ね
。
地
球
に
生
ま
れ
た
の
は
私
た
ち
の
方
が
先
な
の
に
」 

十
一
号
「
も
っ
と
先
輩
を
敬
え
っ
て
ん
だ
！(

お
客
さ
ん
に
向
か
っ
て)

そ
も
そ
も
ね
、
最
近
の

若
い
も
ん
は
、
礼
儀
が
ね
！
・
・
・(

と
適
当
に
説
教)

」 

一
同
「(

も
口
々
に)

」 

三
号
「
・
・
・
」 

一
号
「
で
も
、
ど
う
し
て
僕
ら
、
そ
ん
な
に
嫌
わ
れ
て
る
ん
で
し
ょ
う
か
？
」 

  
 

見
る
一
同
。 

 

十
一
号
「
あ
？
」 

一
号
「
イ
ヤ
、
い
く
ら
人
間
が
野
蛮
だ
か
ら
っ
て
、
あ
の
意
味
も
な
い
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
嫌
い

方
は
と
て
も
尋
常
じ
ゃ
な
い
気
が
す
る
ん
で
す
」 

四
号
「
確
か
に
」 

十
一
号
「
毒
を
持
っ
て
る
わ
け
で
も
ね
ぇ
の
に
な
ぁ
」 

二
号
「
私
た
ち
の
、
何
が
気
に
食
わ
な
い
っ
て
の
か
し
ら
？
」 

一
同
「(

考
え
る)

」 

  
 

と
、 

 

三
号
「
あ
！ 

き
っ
と
、
食
べ
ち
ゃ
う
か
ら
じ
ゃ
な
い
の
？
」 

六
号
「
食
べ
ち
ゃ
う
？
」 

二
号
「
な
に
を
？
」 

三
号
「
ホ
ラ
、
人
間
の
食
べ
物
。
僕
た
ち
夜
中
に
こ
っ
そ
り
」 

十
一
号
「
あ
ん
な
の
！ 

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
じ
ゃ
ね
ぇ
か
！
」 

三
号
「
で
も
、
ホ
ラ
、
食
べ
物
の
恨
み
は
怖
ろ
し
い
っ
て
言
う
し
」 

十
一
号
「
け
っ
、
ち
っ
ち
ぇ
～
」 

四
号
「
あ
、
そ
う
い
え
ば
、
ゴ
キ
ブ
リ
の
名
の
由
来
も
、
御
器
か
ぶ
り
、
つ
ま
り
器
を
か
じ
る

っ
て
と
こ
か
ら
来
て
ま
す
か
ら
ね
」 
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十
一
号
「
そ
う
な
の
か
？
」 

六
号
「
ご
き
、
か
ぶ
り
？
」 

二
号
「
な
ん
か
、
無
理
や
り
ね
」 

八
号
「
ア
タ
イ
は
器
な
ん
て
か
じ
ら
ん
わ
」 

三
号
「
（
う
ん
う
ん
）
」 

十
一
号
「
ま
ぁ
、
で
も
な
、
確
か
に
オ
レ
た
ち
は
、
な
ん
で
も
食
う
か
ら
な
ぁ
。
髪
の
毛
、
ク

レ
ヨ
ン
、
歯
磨
き
粉
、
新
聞
紙
」 

二
号
「
で
も
、
そ
の
力
で
私
た
ち
は
三
億
年
も
こ
の
地
球
を
守
っ
て
き
た
ん
で
し
ょ
？
」 

四
号
「
森
の
掃
除
屋
と
し
て
」 

十
一
号
「
腐
っ
た
木
を
分
解
し
て
な
」 

十
二
号
「
ま
さ
に
エ
コ
で
す
よ
。
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
！
」 

一
号
「
エ
ゴ
イ
ス
ト
？
」 

十
二
号
「
・
・
・
」 

六
号
「(

お
客
さ
ん
に)

シ
ロ
ア
リ
も
そ
う
な
の
よ(

と
シ
ロ
ア
リ
が
い
か
に
地
球
の
た
め
に
働

い
て
い
る
か
を
説
明)

」 

二
号
「
そ
も
そ
も
な
ん
で
も
食
べ
る
こ
と
の
何
が
悪
い
の
よ
？
」 

三
号
「
そ
う
そ
う
。
子
供
の
頃
お
母
さ
ん
に
言
わ
れ
た
で
し
ょ
？ 
お
野
菜
で
も
何
で
も
残
さ

ず
食
べ
な
さ
い
っ
て
！ 

そ
れ
に
、
人
間
の
髪
の
毛
、
ホ
ン
ト
お
い
し
い
よ
ね
」 

十
一
号
「
お
！ 

ア
レ
は
う
ま
い
！
」 

四
号
「
私
は
ち
ょ
っ
と
固
め
が
い
い
で
す
。
そ
う
ア
ル
デ
ン
テ
！
」 

六
号
「
私
は
と
に
か
く
太
い
の
が
、
イ
イ
！
」 

八
号
「
ア
ラ
、
細
め
の
白
髪
も
結
構
い
け
る
だ
が
よ
」 

三
号
「
何
よ
り
さ
、
フ
ケ
が
つ
い
て
る
と
も
う
た
ま
ら
な
く
て
・
・
・(

よ
だ
れ)

」 

  
 

一
同
も
よ
だ
れ
。 

 
 

と
、 

 

二
号
「
ゴ
キ
ブ
リ
食
べ
る
ん
で
す
っ
て
」 

十
二
号
「
へ
？
」 

十
一
号
「
何
食
べ
る
っ
て
？
」 

二
号
「
だ
か
ら
、
ゴ
キ
ブ
リ
」 

十
二
号
「
誰
が!?

」 

二
号
「
人
間
」 

一
同
「
！
」 

十
一
号
「
あ
い
つ
ら
・
・
・
ゴ
キ
ブ
リ
食
う
の
か
？
」 

二
号
「(

頷
く)

」 
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十
一
号
「
そ
り
ゃ
な
ん
と
も
」 

十
二
号
「
グ
ロ
イ
」 

一
同
「
・
・
・
」 

十
一
号
「
最
低
だ
な
。
オ
レ
た
ち
い
く
ら
な
ん
で
も
、
ゴ
キ
ブ
リ
は
・
・
・
」 

一
同
「
・
・
・
」 

一
号
「
で
も
ど
ん
な
味
す
る
ん
だ
ろ
？
」 

  
 

見
る
一
同
。 

 

一
号
「
イ
ヤ
、
ゴ
キ
ブ
リ
の
、
味
」 

三
号
「
お
い
し
い
の
か
な
ぁ
？
」 

一
同
「
・
・
・(

考
え
る)

」 

十
号
「
エ
ビ
で
す
」 

八
号
「
し
ゃ
べ
っ
た
」 

一
号
「
エ
ビ
？
」 

十
号
「
そ
う
、
エ
ビ
の
味
が
し
ま
す
」 

一
号
「
・
・
・
て
、
あ
な
た
食
べ
た
こ
と
あ
る
ん
で
す
か
？
」 

十
号
「
ハ
イ
」 

一
同
「(

ギ
ョ
ッ)

」 

十
一
号
「
い
つ
？
」 

十
号
「
昔
で
す
。
そ
れ
か
ら
神
の
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」 

八
号
「
神
の
声
？
」 

十
号
「
伝
説
の
ゴ
キ
ブ
リ
で
す
」 

一
号
「
伝
説
？
・
・
・
」 

十
一
号
「
・
・
・
な
ぁ
、
そ
の
、
さ
っ
き
か
ら
伝
説
の
ゴ
キ
ブ
リ
っ
て
、
な
ん
だ
、
そ
れ
？
」 

十
号
「
伝
説
の
ゴ
キ
ブ
リ
は
・
・
・
伝
説
の
・
・
・
ゴ
キ
ブ
リ
で
す
」 

十
一
号
「(

コ
ケ
て)

だ
か
ら
」 

四
号
「
あ
ー
私
聞
い
た
こ
と
あ
り
ま
す
。
確
か
、
こ
の
世
の
終
わ
り
、
十
一
匹
の
ゴ
キ
ブ
リ
が

助
け
を
呼
ん
だ
と
き
、
伝
説
の
ゴ
キ
ブ
リ
が
、
現
れ
る
と
か(

な
ん
と
か)

」 

十
号
「(

急
に
神
が
か
り
に
な
り)

そ
の
者
、
光
と
と
も
に
現
れ
ん
。
東
の
楽
園
よ
り
、
十
一
匹

の
友
を
助
く
る
た
め
に
・
・
・
来
て
ま
す
。
来
て
ま
す
」 

二
号
「
で
も
十
二
匹
だ
よ
。
私
た
ち
」 

十
号
「
・
・
・(

ブ
ツ
ブ
ツ)

」 

八
号
「
な
ん
だ
ぁ
」 

一
号
「
ダ
メ
じ
ゃ
ん
」 

三
号
「
エ
？ 

ダ
メ
な
の
？ 

助
け
に
来
て
く
れ
な
い
の
？ 

シ
ン
セ
ツ
な
ゴ
キ
ブ
リ
」 
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十
一
号
「
デ
ン
セ
ツ
！
」 

七
号
「
フ
ン
」 

六
号
「
ア
ー
ン(

と
深
い
溜
息)

」 

十
二
号
「(

ま
た
泣
き
べ
そ)

」 

十
号
「
・
・
・(

ブ
ツ
ブ
ツ)

」 

蚊
「(

失
笑)

」 

十
一
号
「
お
前
ま
だ
い
た
の
か
！
」 

  
 

と
、
そ
の
時
、
扉
を
開
け
る
音
と
と
も
に
人
間
が
階
段
を
降
り
て
く
る
音
。 

 

蚊
「
あ
、
ヤ
ベ
！(

と
飛
び
去
る)

」 

六
号
「
な
ぁ
に
？ 

こ
の
音
？ 

エ
？ 

な
ぁ
に
？
」 

十
一
号
「
に
、
人
間
だ
ぁ
！
」 

一
号
「
も
ぉ
起
き
て
き
た
ん
だ
ぁ
！
」 

三
号
「
イ
ヤ
ー!!

」 

  
 

一
同
パ
ニ
ッ
ク
。 

 
 

ま
さ
に
阿
鼻
叫
喚
。 

 
 

と
、
足
音
、
素
通
り
し
て
扉
を
開
け
る

と
、
し

ば
ら

く
し
て

ト
イ

レ
の
流

 

さ
れ
る
音
。 

 
 

出
て
き
て
階
上
へ
。 

 
 

静
寂
。 

 
 

放
心
の
一
同
。 

 
 

戻
っ
て
く
る
蚊
。 

 

蚊
「
あ
ー
び
っ
く
り
こ
い
た
。
ア
レ
？
」 

  
 

と
、
そ
の
視
線
。 

 
 

一
匹
だ
け
足
が
と
れ
て
い
る
四
号
。 

 

四
号
「(

も
気
づ
き)

ア
リ
？
」 

  
 

一
同
も
気
づ
く
。 

 

一
同
「
！
」 

四
号
「
と
、
と
れ
て
ま
す
！ 

と
れ
て
ま
す
！
」 



 19 

二
号
「
ど
う
し
て
・
・
・
」 

十
一
号
「
ど
う
や
っ
て!?

」 

四
号
「
あ
、
確
か
、
私
が
あ
な
た
の
背
中
に
乗
っ
て
で
す
ね
、
そ
れ
で
あ
な
た
が
私
を
突
き
飛

ば
し
て
・
・
・
」 

一
号
「
！ 

そ
う
か
！ 

協
力
で
す
！ 

協
力
し
合
え
ば
い
い
ん
で
す
よ
！
」 

三
号
「
協
力
？
」 

一
号
「
ハ
イ
」 

十
一
号
「
あ
、
オ
レ
、
そ
う
い
う
の
は
苦
手
だ
か
ら
・
・
・
」 

二
号
「
ど
う
い
う
こ
と
？
」 

一
号
「
だ
か
ら
協
力
し
て
一
匹
ず
つ
脱
出
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
。
あ
な
た
は
、
両
手
が
使
え
る

か
ら
先
ず
隣
の
人
に
つ
か
ま
っ
て
、
あ
な
た
は
そ
の
足
を
外
す
」 

八
号
「
エ
ー
」 

一
号
「
大
丈
夫
。
次
は
二
人
で
そ
の
人
ひ
っ
ぱ
っ
て
、
次
は
あ
な
た
、
次
は
あ
な
た
」 

二
号
「
あ
ー
、
な
る
ほ
ど
！
」 

四
号
「
そ
れ
だ
っ
た
ら
い
け
ま
す
ね
」 

六
号
「
イ
ケ
る
わ
！
」 

三
号
「
う
ん
！
」 

十
一
号
「
協
力
最
高
じ
ゃ
ね
え
か
！
」 

五
号
「
サ
ケ
だ
ぁ
！
」 

三
号
「
助
か
る
ん
だ
ね
？ 

僕
た
ち
、
助
か
る
ん
だ
ね
！
」 

十
号
「
来
て
ま
す
来
て
ま
す
」 

十
二
号
「(

う
れ
し
泣
き)

」 

七
号
「
・
・
・
」 

十
一
号
「
あ
、
じ
ゃ
、
ホ
ラ
、
お
前
か
ら
、
早
く
！
」 

 

と
、
脱
出
劇
、
始
ま
る
―
―(

ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
に
、
時
に
ち
ょ
っ
と
な
ま
め
か
し

く
、
音
楽
に
の
せ
て
で
も
い
い
。
し
か
し
七
号
だ
け
は
協
力
し
な
い
。
時
に
お
客
さ

ん
も
使
っ
た
り
し
て
、
一
匹
、
ま
た
一
匹
と
外
れ
て
い
く
。
順
調
に
進
む
脱
出
劇
。

し
か
し
七
号
以
外
の
最
後
の
一
匹
の
時
、
バ
ラ
ン
ス
崩
し
た
あ
る
者
を
助
け
よ
う
と

思
わ
ず
手
を
出
し
た
七
号
。
そ
の
時
、
抱
え
て
い
た
卵
を
落
と
し
て
し
ま
う
。
愕
然

の
七
号
。
し
か
し
他
の
者
は
誰
も
そ
の
こ
と
に
気
づ
か
な
い
。
七
号
、
卵
に
覆
い
か

ぶ
さ
る
。
そ
し
て)

―
―
七
号
以
外
脱
出
成
功
。
喜
ぶ
。 

 

十
一
号
「
さ
、
最
後
だ
」 

九
号
「(

七
号
に)

オ
イ
、
あ
ん
た
！
」 

一
号
「
さ
、
つ
か
ま
っ
て
」 



 20 

四
号
「
と
り
あ
え
ず
卵
こ
っ
ち
に
」 

  
し
か
し
覆
い
か
ぶ
さ
っ
た
ま
ま
動
か
な
い
七
号
。 

 

九
号
「
早
く
！
」 

二
号
「
も
う
意
地
張
ら
な
い
で
！
」 

  

し
か
し
頑
な
に
動
か
な
い
。 

 

十
二
号
「
ま
た
人
間
来
ち
ゃ
う
よ
！
」 

二
号
「
ホ
ラ
！ 

早
く
！
」 

七
号
「
・
・
・
」 

十
一
号
「
・
・
・
ま
、
ほ
っ
と
く
か
」 

二
号
「
そ
ん
な
・
・
・
」 

一
同
「
・
・
・
」 

  

と
、
突
然
、
一
号
が
七
号
を
抱
く
。 

 

七
号
「
！ 

ヤ
メ
ロ
！
」 

  

一
号
引
き
寄
せ
る
。 

 

拒
絶
す
る
七
号
。 

 

そ
こ
に
四
号
も
加
わ
る
。 

 
 

 
 

二
号
、
九
号
も
。 

 

団
子
に
な
っ
て
七
号
を
引
き
剥
が
す
。 

 

全
員
脱
出
。 

 

三
号
「
や
っ
た
ぁ
！
」 

  

喜
ぶ
一
同
。 

 

し
か
し
七
号
は
青
い
顔
。 

 

そ
れ
に
気
づ
く
一
号
。
そ
し
て
愕
然
。 

 

一
同
も
気
づ
く
。 

 

ゴ
キ
ブ
リ
ポ
イ
ポ
イ
に
残
っ
て
い
る
七
号
の
卵
。 

 

一
同
「
！
」 
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一
号
「
は
が
そ
う
！
」 

四
号
「
ダ
メ
で
す
！ 

そ
ん
な
こ
と
し
た
ら
、
膜
が
破
れ
て
中
の
子
供
た
ち
が
死
ん
で
し
ま
い

ま
す
！
」 

一
号
「
で
も
！
」 

九
号
「
一
か
八
か
、
や
っ
て
み
よ
う
ぜ
！
」 

十
一
号
「
あ
、
あ
あ
」 

  
 

と
は
が
そ
う
と
し
て
、 

 

七
号
「
や
め
と
く
れ
！
」 

一
同
「
！
」 

七
号
「
い
い
ん
だ
よ
。
も
う
、
ほ
っ
と
い
て
お
く
れ
」 

一
号
「
で
も
・
・
・
」 

七
号
「
言
っ
た
だ
ろ
？ 

あ
た
い
は
・
・
・
も
う
・
・
・(
怒
り
を
込
め)

ほ
っ
と
い
て
お
く
れ

よ
！
」 

一
同
「
！
」 

一
同
「
・
・
・
」 

十
一
号
「
そ
う
か
・
・
・
」 

九
号
「
じ
ゃ
ぁ
な
」 

八
号
「
悪
い
ね
」 

十
二
号
「
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
」 

三
号
「
じ
ゃ
」 

五
号
「
あ
ば
よ
～
」 

十
号
「
来
て
ま
す
来
て
ま
す
」 

  
 

と
そ
れ
ぞ
れ
去
っ
て
い
く
ゴ
キ
ブ
リ
た
ち
。 

 
 

最
後
ま
で
残
っ
た
一
号
と
二
号
。 

 
 

し
か
し
、
二
号
も
去
る
。 

 

一
号
「
・
・
・
あ
の
」 

七
号
「
行
き
な
よ
」 

一
号
「
で
も
・
・
・
」 

七
号
「
行
け
っ
て
ば
！
」 

一
号
「
！
・
・
・(

頭
下
げ
去
る)

」 

  
 

一
人
残
っ
た
七
号
。 
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(

正
確
に
は
そ
ん
な
様
子
を
蚊
が
ず
っ
と
見
て
い
る)

。 

 
 

七
号
、
ゆ
っ
く
り
卵
の
側
に
い
く
と
、
身
体
を
横
た
え
、 

 

七
号
「
大
丈
夫
、
あ
た
い
は
、
ど
こ
に
も
行
か
な
い
よ
」 

  
 

と
、
子
守
唄
を
、
歌
う
。 

 
 

優
し
く
、
愛
し
く
、
悲
し
く
。 

 
 

そ
し
て
ゆ
っ
く
り
そ
の
足
を
ゴ
キ
ブ
リ
ポ
イ
ポ
イ
に
。 

 
 

見
守
る
蚊
。 

 
 

溶
暗
。 

  
 

闇
。 

 
 

ど
こ
か
ら
か
声
。 

 

声
「
起
き
ろ
、
起
き
ろ
、
起
き
ろ
」 

  
 

目
を
覚
ま
す
七
号
。 

 
 

顔
を
上
げ
る
と
、
そ
こ
に
白
い
仮
面
を
つ
け
た
ゴ
キ
ブ
リ
①
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い 

 
 

る(

幻
影
。
蚊
も
い
な
い)

。 

 

七
号
「
父
ち
ゃ
ん
？
」 

ゴ
キ
ブ
リ
①
「
・
・
・
」 

七
号
「
父
ち
ゃ
ん
！(

立
つ)

」 

ゴ
キ
ブ
リ
①
「
醜
い
な
」 

七
号
「
エ
？
」 

  
 

と
別
の
ゴ
キ
ブ
リ
が
同
じ
く
白
い
仮
面
を
つ
け
浮
か
び
上
が
る
。 

 

ゴ
キ
ブ
リ
②
「
汚
ら
わ
し
い
」 

七
号
「
！
」 

  
 

次
々
出
て
く
る
白
い
仮
面
を
つ
け
た
ゴ
キ
ブ
リ
た
ち
。 

 

ゴ
キ
ブ
リ
③
「
こ
っ
ち
に
く
る
な
！
」 

ゴ
キ
ブ
リ
④
「
近
寄
る
な
！
」 

七
号
「
！
・
・
・
父
ち
ゃ
ん
」 
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ゴ
キ
ブ
リ
⑤
「
ほ
ん
と
、
醜
い
そ
の
姿
」 

ゴ
キ
ブ
リ
⑥
「
恥
だ
な
。
ほ
ん
と
に
、
お
前
は
、
恥
」 

ゴ
キ
ブ
リ
①
「
な
ん
で
生
ま
れ
た
」 

ゴ
キ
ブ
リ
⑦
「
な
ん
で
生
き
て
る
」 

ゴ
キ
ブ
リ
⑧
「
早
く
消
え
ち
ま
え
」 

ゴ
キ
ブ
リ
⑨
「
と
っ
と
と
こ
の
世
か
ら
消
え
ち
ま
え
！
」 

七
号
「
・
・
・
」 

ゴ
キ
ブ
リ
⑩
「
負
け
犬
」 

ゴ
キ
ブ
リ
⑪
「
売
女
」 

ゴ
キ
ブ
リ
②
「
ウ
ザ
！
」 

ゴ
キ
ブ
リ
③
「
ク
セ
っ
！
」 

七
号
「
・
・
・
」 

ゴ
キ
ブ
リ
④
「
お
前
に
仲
間
な
ん
て
い
ね
ぇ
ん
だ
よ
」 

ゴ
キ
ブ
リ
⑤
「
お
前
に
希
望
な
ん
て
ね
ぇ
ん
だ
よ
」 

ゴ
キ
ブ
リ
①
「
も
ぉ
死
ね
」 

七
号
「
！
」 

ゴ
キ
ブ
リ
②
「
早
く
死
ね
」 

数
匹
「
死
ね
」 

更
に
加
わ
り
「
死
ね
」 

全
員
「
死
ん
じ
ま
え
！
」 

七
号
「
う
る
さ
い
！
」 

  
 

消
え
る
仮
面
の
ゴ
キ
ブ
リ
た
ち
。 

 
 

照
明
、
現
実
に
。 

 
 

肩
で
大
き
く
息
を
し
て
い
る
七
号
。 

 
 

び
っ
し
ょ
り
か
い
た
汗
。 

 
 

卵
を
、
愛
お
し
く
撫
で
る
。 

 
 

と
、 

 

七
号
「(

立
ち)

誰!?

」 

  
 

立
っ
て
い
る
一
号
。 

 

七
号
「
あ
ん
た
・
・
・
何
し
に
来
た
の
さ!?

」 

一
号
「
あ
の
・
・
・
」 

七
号
「
フ
ン
、
笑
い
に
来
た
の
か
い
？
」 
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一
号
「
イ
エ
・
・
・
」 

  
 

と
、
や
っ
て
く
る
二
号
、
三
号
、
四
号
、
八
号
。 

 

七
号
「
な
、
な
ん
だ
よ
？ 

あ
ん
た
た
ち
・
・
・
そ
う
か
み
ん
な
で
笑
い
に
来
た
ん
だ
ね
？ 

そ

れ
と
も
同
情
か
い
？ 
そ
う
だ
ね
、
気
持
ち
い
い
も
ん
ね
、
同
情
す
る
の
は
。
か
わ
い
そ
う

だ
ね
ぇ
、
大
変
だ
ね
ぇ
っ
て
、
自
分
の
幸
せ
確
認
で
き
る
も
ん
ね
」 

一
同
「
・
・
・
」 

七
号
「
い
い
よ
。
せ
い
ぜ
い
同
情
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い(

と
座
る
。
い
つ
し
か
戻
っ
て
く
る

蚊)

確
か
に
最
高
の
見
世
物
だ
か
ら
ね
。
他
人
の
不
幸
は
・
・
・
人
に
と
っ
て
も
、
ゴ
キ
ブ

リ
に
と
っ
て
も
・
・
・(

と
鼻
歌
な
ど
歌
う)
」 

一
同
「
・
・
・
」 

 

と
、
突
然
、
三
号
が
怒
っ
た
よ
う
に
や
っ
て
く
る
と
そ
の
足
を
ゴ
キ
ブ
リ
ポ
イ
ポ
イ

に
乗
せ
る
。 

 
 

驚
く
一
同
。 

 
 

七
号
も
。 

 

七
号
「
あ
、
あ
ん
た
！
」 

三
号
「(

我
に
返
り)

あ
、
ア
レ
？ 

あ
の
、
ど
う
し
て
？ 

助
け
て
！
」 

  
 

と
や
っ
て
く
る
一
号
。 

 
 

助
け
る
・
・
・
の
で
は
な
く
自
ら
も
足
乗
せ
る
。 

 

七
号
「
！
」 

  
 

四
号
、
八
号
、
そ
し
て
二
号
も
。 

 

七
号
「
あ
、
あ
ん
た
た
ち
！(

何
す
る
の!?

)

・
・
・
」 

三
号
「(

エ
ェ
～)

」 

一
号
「
バ
カ
で
す
か
ら
ね
、
僕
た
ち
ゴ
キ
ブ
リ
は
」 

二
号
「
ホ
ン
ト
ど
う
し
よ
う
も
な
い
バ
カ
」 

八
号
「
だ
ね
」 

四
号
「
理
性
よ
り
本
能
な
ん
で
す
。
理
屈
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
勝
手
に
身
体
が
動
い
ち
ゃ
う
ん

で
す
」 

三
号
「
イ
ヤ
、
僕
は
、
あ
の
・
・
・(

落
ち
込
む)

」 
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一
号
「(

大
き
く
頷
く)

」 

七
号
「
！
・
・
・
あ
た
い
は
・
・
・
感
謝
は
、
し
な
い
か
ら
ね
。
コ
レ
は
あ
ん
た
た
ち
が
勝
手

に
」 

一
号
「
ハ
イ
勝
手
に
や
っ
た
こ
と
で
す
」 

四
号
「
ウ
ム
」 

二
号
「
エ
ェ
」 

八
号
「
気
に
し
ん
ど
い
て
」 

三
号
「
イ
ヤ
、
だ
か
ら
僕
は
、
あ
の
・
・
・
」 

七
号
「
・
・
・
あ
ん
た
た
ち
・
・
・
」 

十
一
号
「
じ
ゃ
オ
レ
も
勝
手
に
や
る
ぜ
」 

二
号
「
あ
」 

 

と
現
れ
た
十
一
号
も
足
を
乗
せ
・
・
・
る
ま
で
に
か
な
り
躊
躇
と
い
う
か
逡
巡
す
る

が
・
・
・
最
後
に
は
乗
せ
。 

 
 

十
一
号
「
あ
ー
、
あ
ん
た
は
嫌
い
だ
け
ど
よ
ぉ
、
オ
レ
は
・
・
・
オ
レ
た
ち
は
、
後
か
ら
悔
や

む
よ
う
な
こ
と
は
し
ね
ぇ
ん
だ
。
心
が
、
い
や
が
る
よ
う
な
こ
と
は
、
決
し
て
。
美
学
だ
か

ら
な
。
そ
れ
が
、
ゴ
キ
ブ
リ
と
し
て
生
ま
れ
、
生
き
る
、
オ
レ
た
ち
ゴ
キ
ブ
リ
オ
ヤ
ジ
の
、

そ
れ
で
も
失
わ
な
い
少
年
の
よ
う
な
、
ピ
ュ
ア
な
美
学
」 

  
 

と
チ
ョ
イ
悪
オ
ヤ
ジ
を
キ
メ
る
・
・
・
が
、
や
っ
ぱ
り
少
し
後
悔
？
。 

 
 

・
・
・
と
、 

 

六
号
「(

も
現
れ)

ア
ラ
、
ゴ
キ
ブ
リ
女
だ
っ
て
そ
う
な
の
よ
。(

七
号
に)

ご
め
ん
な
さ
い
ね
ま

た
う
る
さ
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。
で
も
ぉ
私
た
ち
ぃ
基
本
忘
れ
っ
ぽ
い
し
ぃ
、
特
に
嫌
な
こ
と

は
す
ぐ
忘
れ
ち
ゃ
う
の
。
学
習
能
力
ゼ
ロ
。
で
も
ね
ぇ
、
そ
の
方
が
幸
せ
じ
ゃ
な
い
？ 

な

ん
で
も
か
ん
で
も
他
人
の
せ
い
に
し
て
、
恨
ん
で
妬
ん
で
生
き
る
よ
り
・
・
・
自
分
の
こ
と

は
自
分
で
・
・
・
責
任
と
る(

と
足
乗
せ
る
と
身
体
震
わ
せ)

ア
ー
ン
、
コ
レ
な
ん
だ
か
ク
セ

に
な
っ
ち
ゃ
い
そ
う(

と
お
客
さ
ん
に
吐
息
漏
ら
し
た
り
す
る)

」 

  
 

一
同
。 

 

七
号
「
あ
ん
た
た
ち
・
・
・
ホ
ン
ト
勝
手
に
し
な
よ
」 

六
号
「
ハ
ァ
イ
勝
手
に
し
ま
す
」 

七
号
「
・
・
・
」 

蚊
「(

笑
い)

ま
っ
た
く
、
ど
こ
ま
で
、
愚
か
な
の
か
」 
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十
一
号
「(

蚊
に)

あ
ん
た
も
そ
ろ
そ
ろ
こ
っ
ち
来
た
ら
ど
う
だ
？ 

見
て
る
よ
り
参
加
し
た
ほ

う
が
ず
っ
と
楽
し
い
ぜ
」 

蚊
「
ご
遠
慮
し
と
き
ま
す
」 

十
一
号
「
そ
り
ゃ
残
念
」 

蚊
「
・
・
・
」 

八
号
「
ほ
だ
け
ど
、
み
ん
な
じ
ゃ
な
い
だ
ね
」 

十
一
号
「
そ
れ
は
、
ま
、
し
ょ
う
が
な
い
だ
ろ
」 

四
号
「
色
々
事
情
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
し
」 

三
号
「
あ
の
、
僕
も
、
実
は
ち
ょ
っ
と
用
事
が
・
・
・
」 

二
号
「(

三
号
に)

勇
気
あ
っ
た
わ
、
あ
な
た
」 

十
一
号
「
お
う
、
見
直
し
た
ぜ
。
さ
す
が
男
だ
」 

三
号
「
僕
男
じ
ゃ
な
い
で
す
！
」 

十
一
号
「
女
な
の
か!?

」 

一
号
「
・
・
・
で
も
、
な
ん
か
、
う
れ
し
い
で
す
」 

二
号
「
エ
？
」 

一
号
「
イ
ヤ
・
・
・
な
ん
か
・
・
・
」 

八
号
「
ま
、
受
け
入
れ
た
ん
だ
わ
ね
、
ア
タ
イ
た
ち
も
、
運
命
を
」 

十
一
号
「
っ
て
、
こ
と
な
ん
だ
わ
な
。
き
っ
と
・
・
・
ア
ン
・
・
・
」 

七
号
「
・
・
・
」 

一
同
「
・
・
・
」 

 

と
、
突
然
、
う
わ
ぁ
ー
、
来
て
ま
ー
す
と
い
う
叫
び
声
と
と
も
に
九
号
と
十
号
が
走

っ
て
や
っ
て
く
る
。 

そ
し
て
く
っ
つ
く
。 

 

十
一
号
「
お
う
！ 

お
前
た
ち
も
来
て
く
れ
た
か
！ 

(

う
れ
し
く
頷
き)

信
じ
て
た
ぞ
！ 

さ

す
が
男
！
・
・
・(

っ
て
お
前
た
ち
男
だ
よ
な
？)

」 

九
号
「(

く
っ
つ
い
ち
ゃ
っ
て
る
こ
と
に
気
づ
き)

ア
レ
？ 

(

思
い
出
し)

あ
、
ア
レ
！
」 

十
号
「
来
て
ま
す
！
」 

  
 

と
二
匹
が
指
差
し
た
そ
の
方
向
に
、
巨
大
な
ア
シ
ダ
カ
グ
モ
！ 

 

蚊
「
う
わ
ぁ
！ 

マ
ズ
イ
！(

と
飛
び
去
る)

」 

十
一
号
「
お
、
お
前
た
ち
！
」 

一
号
「
ア
、
ア
、
ア
シ
ダ
カ
グ
モ
だ
！
」 

六
号
「
イ
ヤ
ー
ン
！
」 
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十
一
号
「
連
れ
て
き
や
が
っ
た
な
！
」 

九
号
「
だ
っ
て
！
」 

十
号
「
来
て
！
・
・
・
し
ま
い
ま
し
た
！
」 

三
号
「
食
べ
ら
れ
る
ぅ
～
」 

八
号
「
ヤ
だ
が
ね
、
食
わ
れ
る
の
は
ヤ
だ
が
ね
！
」 

  
 

襲
い
来
る
ア
シ
ダ
カ
グ
モ
。 

再
び
阿
鼻
叫
喚
の
そ
こ
へ
、
音
楽
と
と
も
に
現
れ
る
一
匹
の
ゴ
キ
ブ
リ
！ 

 

ゴ
キ
ブ
リ
「
待
て
ぇ
い
！
」 

一
号
「
あ
、
ア
レ
は
！
」 

十
一
号
「
ま
、
ま
さ
か
！
」 

十
号
「
来
た
ぁ
ー
！
」 

九
号
「
伝
説
の
、
ゴ
キ
ブ
リ
？
」 

ゴ
キ
ブ
リ
「
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
」 

  
 

と
高
ら
か
に
笑
い
、 

 
 

マ
ン
ト
翻
し
ポ
ー
ズ
決
め
た
そ
の
ゴ
キ
ブ
リ
は
、
五
号
！ 

 
 

し
か
し
、
あ
き
ら
か
に
そ
の
様
子
は
・
・
・
酔
っ
て
い
る
。 

 

二
号
「(

数
え
て)

で
も
、
ま
だ
十
匹
・
・
・
」 

四
号
「
酔
っ
て
ま
す
ね
、
ア
レ
は
、
完
全
に
・
・
・
」 

十
一
号
「
ど
っ
か
で
ま
た
一
杯
や
り
や
が
っ
た
な
」 

一
号
「
じ
ゃ
た
だ
の
酔
っ
払
い
・
・
・
」 

  
 

し
か
し
五
号
は
何
を
思
っ
た
か
ア
シ
ダ
カ
グ
モ
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
！ 

 
 

戦
う
五
号
。 

 
 

見
え
な
い
と
こ
ろ
で
す
ご
い
音
。 

 
 

格
闘
。 

 
 

応
援
す
る
一
同
。 

 
 

(

立
て
！ 

立
つ
ん
だ
ジ
ョ
ー
ニ
ィ
～
な
ど
と)

。 

 
 

音
楽
。 

そ
し
て
、 

 

五
号
の
声
「(

大
絶
叫)

ウ
ワ
ァ
～
・
・
・
」 
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静
寂
。 

 

九
号
「
食
わ
れ
た
の
か
？
」 

一
号
「
で
も
行
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
よ
、
ア
シ
ダ
カ
グ
モ
」 

八
号
「
助
か
っ
た
が
ね
・
・
・
」 

三
号
「
や
っ
ぱ
伝
説
の
ゴ
キ
ブ
リ
だ
っ
た
の
か
な
？
」 

十
一
号
「
で
も
助
か
っ
て
な
い
だ
ろ
？ 

オ
レ
た
ち
、
実
際
・
・
・
」 

三
号
「
・
・
・
」 

四
号
「
ま
、
で
も
、
と
り
あ
え
ず
」 

二
号
「
朝
ま
で
は
・
・
・
」 

八
号
「
ほ
だ
ね
」 

  
 

四
号
ほ
か
数
匹
、
死
ん
だ
？ 

五
号
に
合
掌
。 

 
 

と
、
戻
っ
て
く
る
蚊
。 

 

蚊
「
イ
ヤ
ー
、
び
っ
く
り
こ
い
た
。
あ
？
」 

  
 

と
、
い
つ
の
間
に
か
、
最
後
の
一
匹
、
十
二
号
が
立
っ
て
い
る
。 

 

九
号
「(

気
づ
き)

あ
」 

  
 

見
る
一
同
。 

 

十
二
号
「
あ
の
、
僕
・
・
・
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
・
・
・
」 

一
同
「
・
・
・
」 

一
号
「
い
い
ん
だ
よ
」 

十
一
号
「
全
員
、
来
る
必
要
な
ん
か
な
い
」 

九
号
「
バ
カ
は
十
匹
で
充
分
」 

三
号
「(

ボ
ソ
っ
と)

一
匹
は
死
ん
じ
ゃ
っ
た
し
・
・
・
」 

六
号
「
そ
う
だ
よ
」 

一
号
「
そ
う
で
す
よ
」 

四
号
「
は
い
」 

七
号
「(

頷
く)

」 

十
二
号
「
・
・
・
ほ
ん
と
に
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
・
・
・
」 

  
 

忍
び
込
む
音
楽
。 
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溶
暗
。 

  
 

照
明
入
る
。 

 
 

ど
れ
だ
け
の
時
間
が
経
っ
た
の
か
、
し
か
し
残
さ
れ
た
時
間
は
わ
ず
か
。 

 
 

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
の
中
に
い
る
十
一
匹
と
少
し
離
れ
て
一
匹
。
そ
し
て
蚊
。 

 

一
号
「
ね
ぇ
、
東
の
楽
園
っ
て
ど
こ
か
な
？
」 

九
号
「
あ
？
」 

二
号
「
楽
園
？
」 

一
号
「
あ
、
ホ
ラ
、(

十
号)

あ
の
人
が
言
っ
て
た
、
そ
の
者
、
光
と
と
も
に
現
れ
ん
。
東
の
楽

園
よ
り
・
・
・
っ
て
」 

九
号
「
あ
ー
、
伝
説
の
・
・
・
」 

十
号
「(

ま
た
神
が
か
り
に
な
り)

そ
の
者
、
光
と
と
も
に
現
れ
ん
。
東
の
楽
園
よ
り
、
十
一
匹

の
友
を
助
く
る
た
め
に
・
・
・
ほ
ん
と
に
来
て
ま
す
！
」 

九
号
「(

う
ん
ざ
り)

も
う
分
か
っ
た
っ
ち
ゅ
う
ね
ん
！
」 

十
一
号
「
そ
り
ゃ
ア
レ
じ
ゃ
ね
ぇ
か
・
・
・(

分
か
ら
ず
、
四
号
に)

な
ぁ
」 

四
号
「
エ
ゲ
レ
ス
と
い
う
と
こ
ろ
だ
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
」 

九
号
「
エ
ゲ
レ
ス
？
」 

四
号
「
こ
の
窓
の
向
こ
う
、
海
と
い
う
大
き
な
水
溜
り
の
、
そ
の
ま
た
ず
っ
と
向
こ
う
に
あ
る

場
所
で
、
そ
こ
で
は
ゴ
キ
ブ
リ
た
ち
が
、
無
意
味
に
殺
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
差
別
も
、
飢

え
も
な
く
、
平
和
に
、
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
・
・
・
」 

十
一
号
「
ま
さ
に
楽
園
だ
な
」 

一
号
「
そ
う
で
す
ね
」 

三
号
「
行
っ
て
み
た
い
な
ぁ
」 

二
号
「
き
っ
と
い
い
ゴ
キ
ブ
リ
が
い
っ
ぱ
い
住
ん
で
る
ん
で
し
ょ
う
ね
」 

八
号
「
ほ
だ
ね
ぇ
」 

四
号
「
そ
う
で
す
ね
」 

九
号
「
オ
レ
た
ち
み
た
い
な
？
」 

一
同
「(

笑
う)

」 

  
 

と
、
突
然
、 

 

四
号
「
何
し
て
る
ん
で
す
か
！
」 

  
 

振
り
向
く
一
同
。 

 
 

そ
こ
に
は
、
七
号
の
腕
を
押
さ
え
て
い
る
四
号
。 
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二
号
「
ど
う
し
た
の
？
」 

九
号
「
ど
う
し
た
ど
う
し
た
」 

四
号
「
こ
の
人
、
自
分
の
卵
を
、
叩
き
割
ろ
う
と
し
て
た
ん
で
す
！
」 

一
同
「
！(

立
ち
上
が
り)

」 

一
号
「
ど
う
し
て
！
」 

七
号
「
離
し
て
く
れ
！ 
こ
れ
以
上
、
あ
ん
た
た
ち
に
は
・
・
・
こ
の
子
た
ち
さ
え
い
な
け
れ

ば
、
あ
ん
た
た
ち
は
！
・
・
・
」 

一
同
「
！
・
・
・
」 

九
号
「
バ
カ
野
郎
！
」 

三
号
「
そ
う
だ
よ
。
バ
カ
野
郎
・
・
・
」 

四
号
「
そ
り
ゃ
ゴ
キ
ブ
リ
は
み
ん
な
バ
カ
野
郎
で
す
け
ど
・
・
・
」 

十
一
号
「
見
損
な
う
な
よ
！ 

オ
レ
た
ち
は
・
・
・
正
真
正
銘
本
物
の
バ
カ
野
郎
な
ん
だ
！
」 

四
号
「(

大
き
く
頷
く)

」 

二
号
「
も
う
何
回
叩
か
れ
た
こ
と
か
。
何
回
潰
さ
れ
た
こ
と
か
。
そ
れ
で
も
、
私
た
ち
は
、
何

度
で
も
起
き
上
が
る
。
し
ぶ
と
い
ん
で
す
。
私
た
ち
。
と
に
か
く
し
ぶ
と
く
生
き
る
。
そ
れ

が
・
・
・
ゴ
キ
ブ
リ
野
郎
。
最
低
、
虫
け
ら
以
下
の
、
ゴ
キ
ブ
リ
野
郎
！
」 

九
号
「
そ
う
だ
ぜ
」 

一
号
「
そ
う
で
す
」 

三
号
「
う
ん
！
」 

四
号
「
ハ
イ
」 

七
号
「
・
・
・
」 

十
一
号
「
長
さ
じ
ゃ
ね
え
ん
だ
よ
」 

七
号
「
・
・
・
」 

四
号
「(

頷
き)

ど
う
生
き
る
か
な
ん
で
す
な
」 

七
号
「
・
・
・
」 

三
号
「(

も
頷
き)

ど
う
生
き
た
か
な
ん
だ
ね
」 

七
号
「
・
・
・
」 

一
号
「(

も
大
き
く
頷
き)

そ
ん
な
仲
間
な
ん
で
す
。
僕
た
ち
は
」 

七
号
「
・
・
・
」 

九
号
「
ゴ
キ
ブ
リ
野
郎
の
」 

十
一
号
「
バ
カ
野
郎
仲
間
」 

一
号
「
ハ
イ
」 

二
号
「
え
え
」 

八
号
「
だ
が
ね
」 

十
号
「
ん
」 
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六
号
「(

色
っ
ぽ
く)

イ
エ
ー
ス
」 

九
号
「(
メ
ロ
メ
ロ)

は
ぁ
い
～
」 

 

蚊
・
十
二
号
「
・
・
・
」 

七
号
「(

そ
の
頬
に
、
生
ま
れ
て
は
じ
め
て
流
れ
る
涙)

」 

十
一
号
「
あ
ー
ぁ
、
な
ん
か
辛
気
臭
く
な
っ
ち
ま
っ
た
な
ぁ
！
」 

九
号
「
あ
、
そ
れ
で
は
、
私
が
元
気
に
な
る
曲
を
一
曲(

エ
ヘ
ン
エ
ヘ
ン)

エ
ー
、(

例
え
ば
「
千

の
風
に
な
っ
て
」
な
ど
を
歌
う)

」 

八
号
「
も
の
す
ご
い
縁
起
悪
い
が
ね
ぇ
あ
ん
た
！
」 

九
号
「
・
・
・
」 

  
 

一
同
の
笑
い
。 

 
 

と
、
誰
と
も
な
く
あ
る
歌
を
歌
い
だ
す
。 

 
 

そ
れ
は
、
や
が
て
全
員
を
巻
き
込
ん
だ
大
合
唱
と
な
る
。 

 
 

力
強
く
。 

 
 

晴
れ
や
か
に
。 

  
 

歌
い
終
わ
る
。 

 
 

外
は
い
つ
し
か
白
々
明
け
て
き
て
い
る
。 

 

二
号
「
も
う
す
ぐ
朝
だ
ね
」 

一
号
「
そ
う
で
す
ね
」 

十
一
号
「
腹
減
っ
た
な
ぁ
」 

三
号
「
そ
う
だ
ね
」 

  
 

キ
ュ
ー
と
蚊
の
お
腹
が
鳴
る
。 

 
 

見
る
一
同
。 

 

蚊
「(

ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
く)

イ
ヤ
、
違
い
ま
す
よ
。(

三
号
指
し
て)

そ
の
人
じ
ゃ
な
い
ん
で

す
か
？
」 

  
 

ま
た
蚊
の
お
腹
が
鳴
る
。 

 

蚊
「
・
・
・
あ
！
」 

  
 

と
、
蚊
が
何
か
を
見
て
驚
く
。 

 
 

そ
の
様
子
に
、
一
同
も
見
る
。 
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と
、
そ
こ
に
い
る
十
二
号
の
身
体
が
、
朝
日
に
照
ら
さ
れ
白
く
輝
き
始
め
て
い
る
。 

 
 

驚
く
一
同
。 

 

十
一
号
「
お
、
お
前
？
」 

四
号
「
ま
、
ま
さ
か
！
」 

十
号
「
そ
の
者
、
光
り
と
と
も
に
現
れ
ん
。
東
の
楽
園
よ
り
、
十
一
匹
の
友
を
助
く
る
た
め

に
・
・
・
つ
い
に
・
・
・
キ
タ
ぁ
ー
！
」 

二
号
「
ウ
ソ
・
・
・
」 

三
号
「
伝
説
の
、
ゴ
キ
ブ
リ
？
」 

二
号
「
（
数
え
）
で
も
、
十
匹
・
・
・
」 

 

と
、
そ
の
時
、
ア
シ
ダ
カ
グ
モ
に
追
わ
れ
た
五
号
が
奇
声
を
発
し
な
が
ら
や
っ
て
き

て
く
っ
つ
く
。 

 

十
一
号
「
お
前
！
」 

九
号
「
生
き
て
た
の
か
！
」 

五
号
「
う
ぃ
ー
、
酔
っ
払
い
を
な
め
ん
な
よ
！ 

ア
チ
ョ
ー(

と
ブ
ル
ー
ス
リ
ー
の
マ
ネ)

」 

二
号
「
十
一
匹
！
」 

三
号
「
あ
、
で
も
ク
モ
も
や
っ
て
く
る
よ
！
」 

十
一
号
「
な
ん
だ
倒
し
て
ね
ぇ
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
か
！
」 

五
号
「(

ア
チ
ョ
ー
・
・
・)

」 

  
 

迫
り
来
る
ア
シ
ダ
カ
グ
モ
。 

 
 

顔
上
げ
る
十
二
号
。 

 
 

ま
る
で
別
人
の
よ
う
な
そ
の
凛
々
し
い
顔
。 

 
 

ゆ
っ
く
り
や
っ
て
く
る
と
、
そ
の
足
を
乗
せ
る
。 

 

九
号
「
ホ
ン
ト
に
本
物
か
？
」 

十
二
号
「
（
頷
く
）
」 

一
号
「
助
け
に
来
て
く
れ
た
ん
で
す
ね
？
」 

十
二
号
「
（
頷
く
）
」 

三
号
「
じ
ゃ
早
く
！
」 

十
二
号
「
落
ち
着
け
」 

一
同
「
！
・
・
・
」 

十
二
号
「
私
が
、
助
け
る
」 

十
一
号
「
で
も
、
そ
ん
な
一
緒
に
く
っ
つ
い
ち
ま
っ
て
、
ど
う
や
っ
て
助
け
て
く
れ
る
ん
だ
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よ
？ 

ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
る
と
ク
モ
も
人
間
も
来
ち
ま
う
ぜ
！
」 

三
号
「
あ
！ 

来
る
！ 

ク
モ
来
る
！
」 

九
号
「
や
っ
ぱ
ダ
メ
な
の
か
ぁ
？
・
・
・
」 

十
二
号
「
・
・
・
お
前
た
ち
の
羽
は
な
ん
の
た
め
に
あ
る
？
」 

十
一
号
「
あ
？
」 

九
号
「
羽
？
」 

二
号
「
で
も
、
こ
の
羽
で
空
を
飛
ぶ
こ
と
は
」 

十
二
号
「
誰
が
言
っ
た
？
」 

一
同
「
・
・
・
」 

十
二
号
「
私
た
ち
が
空
を
飛
べ
な
い
な
ん
て
誰
が
言
っ
た
？
」 

一
同
「
・
・
・
」 

十
二
号
「
飛
ば
な
か
っ
た
だ
け
じ
ゃ
な
い
の
か
？
」 

一
同
「
・
・
・
」 

十
二
号
「
み
ん
な
で
、
一
緒
に
、
飛
ば
な
か
っ
た
だ
け
だ
」 

一
同
「
・
・
・
」 

十
二
号
「
さ
、
行
こ
う
」 

一
同
「
・
・
・
」 

十
二
号
「
エ
ゲ
レ
ス
に
」 

一
同
「
・
・
・
」 

十
二
号
「
み
ん
な
で
一
緒
に
」 

一
同
「
・
・
・
」 

十
二
号
「
飛
ん
で
、
行
こ
う
！
」 

一
同
「
・
・
・
」 

八
号
「
エ
ゲ
レ
ス
・
・
・
」 

二
号
「
楽
園
・
・
・
」 

一
号
「
イ
ヤ
、
で
も
・
・
・
」 

九
号
「
ム
リ
だ
よ
な
ぁ
、
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
・
・
・
」 

六
号
「
ね
ぇ
」 

八
号
「
ほ
だ
ほ
だ
」 

四
号
「
ウ
ム
」 

  
 

う
ん
う
ん
頷
く
一
同
。 

 

十
二
号
「
・
・
・
」 

 

三
号
「
来
る
よ
！ 

も
う
来
る
！
」 
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十
一
号
「
や
っ
ぱ
り
ダ
メ
な
の
か
ぁ
・
・
・
」 

  
 

諦
め
の
一
同
。 

 

十
二
号
「
・
・
・
エ
？ 

ど
う
し
て
？(

と
元
に
戻
っ
て
い
き)

だ
っ
て
・
・
・
エ
？ 

僕
・
・
・

ダ
メ
？
・
・
・(

グ
ス
ン)

」 

  
 

一
同
覚
悟
決
め
る
。 

 
 

い
よ
い
よ
最
期
の
時
。 

 
 

と
、 

 

七
号
「
大
丈
夫
だ
よ
」 

  
 

顔
上
げ
る
一
同
。 

 

一
同
「
？
」 

七
号
「
あ
た
い
た
ち
は
飛
べ
る
。
今
な
ら
信
じ
ら
れ
る
。
あ
ん
た
た
ち
と
一
緒
な
ら
、
き
っ
と

飛
べ
る
。
あ
た
い
た
ち
は
・
・
・
！
」 

一
同
「
・
・
・
」 

  
 

間
。 

 

一
号
「
そ
う
だ
ね
」 

四
号
「
そ
う
で
す
ね
」 

三
号
「
希
望
？
」 

二
号
「(

頷
き)

希
望
」 

八
号
「
こ
れ
が
ア
タ
イ
た
ち
の
・
・
・
？(

七
号
に)

そ
う
な
の
か
い
？
」 

  
 

見
る
一
同
。 

 

七
号
「
・
・
・(

笑
顔
で
、
大
き
く
頷
く
と)

希
望
だ
よ
」 

一
同
「
！
」 

五
号
「
ホ
ー
プ
！
」 

  
 

と
、
今
、
一
同
の
心
が
、
一
つ
に
な
っ
た
！ 

湧
き
上
が
る
希
望
。 
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一
号
「
エ
ゲ
レ
ス
・
・
・
」 

二
号
「
楽
園
・
・
・
」 

三
号
「
エ
ゲ
レ
ス
」 

四
・
六
号
「
エ
ゲ
レ
ス
！
」 

七
・
八
・
九
号
「
エ
ゲ
レ
ス
！
」 

全
員
「
エ
ゲ
レ
ス!!

」 

  
 

音
楽
、
荘
厳
に
、
イ
ン
。 

 
 

い
つ
し
か
開
い
た
窓
か
ら
光
り
が
差
し
込
む
。 

 
 

そ
れ
は
ま
さ
に
、
東
の
空
か
ら
。
楽
園
に
つ
な
が
る
扉
の
よ
う
に
。 

 
 

蚊
は
仰
天
。 

 
 

そ
こ
に
は
、
ま
さ
に
白
く
輝
く
七
号
と
十
一
匹
た
ち
。 

 
 

笑
顔
で
互
い
を
確
認
し
あ
う
と
、
東
の
楽
園
、
エ
ゲ
レ
ス
を
見
る
。 

 
 

眩
し
く
昇
っ
て
く
る
太
陽
の
光
り
。 

 
 

希
望
に
満
ち
た
十
二
匹
の
顔
。 

 
 

襲
い
来
る
ア
シ
ダ
カ
グ
モ
も
す
で
に
彼
ら
の
敵
で
は
な
い
。 

 
 

気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
助
走
を
つ
け
る
十
二
匹
。 

自
由
の
翅
を
い
っ
ぱ
い
に
広
げ
、
ゴ
キ
ブ
リ
ポ
イ
ポ
イ
ご
と
、
彼
ら
は
楽
園
へ
と
、 

翔
ん
だ
！ 

 

 
 

暗
転
。 

  
 

闇
の
中
。 

 
 

パ
タ
パ
タ
と
翅
音
。 

 
 

そ
こ
に
ブ
ー
ン
と
い
う
翅
音
も
加
わ
り
、 

 

十
一
号
の
声
「
な
ん
で
つ
い
て
く
る
ん
だ
」 

蚊
の
声
「
最
期
ま
で
見
届
け
る
っ
て
言
っ
た
だ
ろ
？ 

そ
う
、
エ
ゲ
レ
ス
ま
で
」 

十
一
号
の
声
「
勝
手
に
し
ろ
」 

蚊
「
（
高
笑
い
―
―
咳
き
込
み
）
」 

  
 

カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
。 

 
 

音
楽
に
の
せ
て
観
客
も
巻
き
込
み
圧
倒
的
に
。 

 

―
幕
― 


